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山村嘉己教授略年譜
1947年（昭和22年） 4月 第三高等学校文科丙類（旧制）入学
1950年（昭和25年） 3月 同上卒業
1950年（昭和25年） 4月 京都大学文学部フランス語，フランス文学科
（旧制）入学
1953年（昭和28年） 3月 同上卒業
1953年（昭和28年） 4月 同上大学院入学
1958年（昭和33年） 3月 同上終了
1953年（昭和28年） 4月 華頂学園教諭
1962年（昭和37年） 4月 仏教大学文学部専任講師
1965年（昭和40年） 4月 同上助教授
1967年（昭和42年） 4月 関西大学文学部助教授
1976年（昭和51年） 4月 同上教授
2000年（平成12年） 3月 同上退職
山村嘉己教授研究業績
著書
『文学は何ができるか』 （共著） （昭和47年2月 福村書店）
『知識人・その虚像と実像』 （共著） （昭和51年4月 創元社）
『転換期の文化』 （共著） （昭和55年4月 創元社）
『文学入門―ー真の文学とは何か』（昭和55年7月 駿河台出版社）
『現代社会と知識一ーいま大学で何を学ぶか』 （共著） （昭和60年4月
京都玄文社）
『遊歩道のボードレール』 （昭和61年4月 京都玄文社）
『女と男のかんけい学』 （共著） （昭和61年4月 明石書店）
『性差と文化』 （共著） （昭和63年4月 京都玄文社）
『土星びとの歌』 （平成2年3月 関大出版局）
『文化のなかの女と男』 （共著） （平成4年4月 嵯峨野書院）
『象徴主義は死なず一フランス象徴主義詩史概説』 （平成7年6月
青山社）
『ジェンタンとセクシュアリティ一〈性〉と〈生〉を考える』 （共著）
（平成9年7月 嵯峨野書院）
『詩人と女性—フランス象徴主義の裏側』 （平成10年11月 関大出版
局）
翻訳
『ボードレール全集 w』 （共訳） （昭和39年6月 人文書院）
P. エマニュエル『ボードレール』 （昭和47年11月 ヨルダン社）
P. トウルニエ『老いの意味一美わしい老年のために一』 （昭和50年
6月 ヨルダン社）
P. トウルニエ『人間，仮面と真実』 （共訳） （昭和52年5月 ヨルダ
ン社）
P. トウルニエ『苦悩』 （昭和58年7月 ョルダン社）
P. エマニュエル『ボードレール』（改訂版） （平成2年3月 ヨルダン
社）
論文
〔I〕
ボードレールに於ける「売春」の意味（その 1)一とくに彼の恋愛観，
芸術観について（昭和32年4月『華頂短大研究紀要』 1 67頁~84頁）
ポードレールに於ける海の問題—彼の象徴主義理解のために（昭和33
年4月『華頂短大研究紀要』 2 18頁~29頁）
ボードレールの『人工楽園』 （昭和33年10月『華頂短大研究紀要』 3
12頁~25頁）
ボードレールの批評性一とくにそのダンディスムをめぐって（昭和34
年1月『華頂短大研究紀要』 4 77頁~89頁）
ポードレールと政治（昭和35年11月『華頂短大研究紀要』 5 114頁～
127頁）
Baudelaireの少年期一ー未発表書翰をめぐって（昭和42年12月『関西大
学文学論集』 17巻3号 23頁~35頁）
Baudelaireの青春前期―不安と激動の日々（昭和43年12月 （関大）
『仏語仏文学』 5号 11頁~25頁）
ランボーとパリ・コンミューン―1871年のランボー（その 1) (昭和
49年2月『関西大学文学論集」 23巻， 2, 3号 1頁~24頁）
ボードレールと女性（昭和50年11月『関西大学90周年記念論集』 289~
306頁）
ランボーの《Voyelles》をめぐって一1871年のランボー（その 2)(昭
和50年12月 （関大） 『仏語仏文学』 8号 71頁~89頁）
ランボーの《酔いどれ船》―1871年のランボー（その 3) (昭和52年
3月『関西大学文学論集』 26巻4号 1頁~16頁）
ボードレールとパリ（昭和55年2月（関大）『仏語仏文学』 10号 1頁～
14頁）
《Illuminations》の世界（その 1)―その成立について（昭和61年 3
月 （関大） 『仏語仏文学』 15号 1頁~16頁
《Illuminations》の世界（その 2)(昭和61年11月『関西大学文学論
集』百周年記念号 202頁~218頁
Rimbaudと女性（平成3年3月 関大『人権問題研究室紀要』第22号
1頁~36頁）
Verlaineと女性（平成6年2月 関大『人権問題研究室紀要』第28号
1頁~28頁）
マラルメと女性（その 1) (平成7年5月 関大『人権問題研究室紀要』
第31号 1頁~19頁）
マラルメと女性（その 2) (平成7年12月 関大『人権問題研究室紀要』
第32号1頁~25頁）
Verlaineと Rimbaud(その 1)-Rimbaudの場合（平成8年10月
関大『人権問題研究室紀要』第35号1頁~17頁）
Verlaineと Rimbaud(その 2)- Verlaineの場合（平成9年 5月
関大『人権問題研究室紀要』第36号1頁~20頁）
〔I〕
女性差別と文学（その 1) (昭和60年 3月 関大経政研『研究叢書』 60
105頁~130頁
女性として「読み」「書く」こと（昭和62年3月 関大経政研『研究叢
書』 64頁~90頁
〔I〕
語学教師のあり方（昭和55年3月『関大一般教育等研究センター報』 2
号 1頁~8頁
教養語学という問題（昭和54年 1月『関大一般教育等研究センター報』
3号 33頁~39頁
一般教育としての語学はありうるのさ（昭和56年5月『一般教育学会誌
第3巻1号』 102頁~110頁
今日の大学教育（平成8年7月『関大一般教育等研究センター報』 20号
1頁~7頁
大学における語学教育（平成9年3月『関大一般教育等研究センター報』
23号 12頁~17頁
